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■3月定例会(令和3年度一般会計予算等)  
■3月定例会(予算特別委員会：主な質疑) 
■3月定例会(当初予算の主な事業内容)
■3月定例会(3月補正予算、主な質疑) 
■総務文教常任委員会、産業民生常任委員会
■ここが聞きたい一般質問(６名)
■全員協議会(事務事業評価:スズメ蜂の巣駆除)  

「コロナ禍における
　　　　  静かな花見」

～ いちょう公園にて ～

（写真提供：柳田　裕介 様）



24.6億円

0.3億円
2.2億円 2.1億円

32.4億円

4.5億円

14.3億円

10.7億円

6.3億円

1.9億円

歳 入

13.1億円

24.5億円

10.9億円

4.2億円

15.6億円

2.7億円

10.9億円

15.9億円

1.5億円

歳 出
年間にすると１人当たり約 10 万円

使っていることがわかります。 

(性質別) 

義務的経費 48.5 億円 投資的経費4.2億円 その他の経費 46.6 億円 

自主財源 29.2 億円 依存財源 70.1 億円 

▼一般会計歳入・歳出決算
財源の構成比率

自主財源は 29.4％に対し、 

依存財源は 70.6％となっています。 

令和３年度

所信表明
令和３年度
町政運営方針
成田町長

▶甲洋・下田小学校区子育て世代定住助成金の創設
▶第８期介護保険事業計画により介護保険料の基準額を減額
▶新型コロナウイルスワクチンの接種対応
▶木ノ下中学校講堂改築工事実施設計業務委託
▶小中学校空調設備工事実施設計委託
▶農業振興地域整備計画の全体見直し
　（豊原地域の農用地区域一部除外）
▶都市計画見直し
　（現行：八戸都市計画→見直し後：おいらせ都市計画）
▶老人福祉センター・福祉プラザの塗装工事

持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
の実現

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
時
代
で
も

明
る
く
希
望
あ
る
未
来
に
向
け

課
題
を
克
服
す
る
決
意

前年度、101億7,470万円より２億4,970万円の減

一般会計予算額 一般会計

今年度の主な事業

99億2,500万円 ▼ 

令
和
３
年
度
　
一
般
会
計
予
算
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任
期
満
了
に
伴

い
、
引
き
続
き
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
と

し
て
適
任
と
し
ま
し

た
。

　
任
期
は
令
和
３
年

７
月
１
日
か
ら
３
年

間
と
な
り
ま
す
。

　
任
期
満
了

に
伴
い
、
引

き
続
き
３
名

の
町
固
定
資

産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ

き
同
意
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
令

和
３
年
５
月

13
日
か
ら
３

年
間
と
な
り

ま
す
。

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例

会
は
、
３
月
４
日
か
ら
12

日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
除
雪
作
業
委
託
料
の
増

額
に
伴
う
専
決
処
分
の
承

認
や
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
の

同
意
、
甲
洋
・
下
田
小
学

校
区
子
育
て
世
代
定
住
助

成
金
交
付
条
例
の
制
定
、

都
市
計
画
区
域
の
指
定
に

伴
う
関
係
条
例
の
制
定
、

町
ハ
ー
ト
ピ
ア
基
金
条
例

の
一
部
改
正
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
な

ど
、
議
案
41
件
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
一

般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど

の
歳
入
歳
出
予
算
議
案
８

件
は
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
集
中
審
査
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

自主財源：町税など町が独自に収入できる財源
依存財源：町以外の国や県など、法律・基準により決定され、町に分配・交付されるお金
扶 助 費：児童手当や乳幼児・高齢者・重度心身障害者の医療費に使う経費
公 債 費：町が借り入れたお金の返済に充てる経費
普通建設：学校や道路などの資産の形成に向けられて、財産として将来に残るものに対して
事 業 費　支出される経費

ことばの
ヒント！

人 

事 

案 

件

人
権
擁
護
委
員

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

 ※四捨五入の関係上、差引増減額が一致しない場合があります。 

予 算 額 令和３年度 令和２年度 差引増減 うち、一般会計 
からの繰入金 

国民健康保険 2 億 2,680 万円 

奨学資金貸付事業 155 万円 

公共下水道事業 6 億 3,274 万円 

農業集落排水事業 6,362 万円 

介護保険 4 億  661 万円 

後期高齢者医療 7,435 万円 

病院事業(収益的収支) 

▲5,007 万円 

111 万円 

112 万円 

1,151 万円 

3,858 万円 

924 万円 

293 万円 

25 億 3,195 万円

1,680 万円

10 億 4,945 万円

1 億 3,132 万円

23 億 1,598 万円

2 億 1,293 万円

10 億  416 万円

24 億 8,187 万円

1,791 万円

10 億 5,057 万円

1 億 4,283 万円

23 億 5,457 万円

2 億 2,217 万円

10 億  709 万円 1 億 4,317 万円 

民生費

37.5億円

民生費

36.8億円

土木費

13.5億円

土木費

12.4億円

総務費

12.7億円

総務費

12.5億円

公債費

11.2億円

公債費

10.9億円

消防費 4.9億円

消防費 4.2億円

教育費

10.8億円

教育費

11.0億円

議会費 1.0億円

議会費 1.0億円

その他

10.2億円

その他

10.5億円

0 20 40 60 80 100億円

計  99.3憶円

計101.8憶円
令和

２

年度

令和

３

年度

▼一般会計　歳出予算編成グラフ（目的別）

▼特別会計・企業会計予算

齊藤 晴美 氏
（二川目）

谷地  武 氏
（七軒町）

玉川 吉一 氏
（木ノ下）

種市 岩男 氏
（新敷）

【
議
案
第
１
号
〜
第
３
号
】

【
諮
問
第
１
号
】

さいとう はる みたねいち いわ お たまかわ よしかず や　ち   たけし

▼ 

令
和
３
年
度
　
一
般
会
計
予
算
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令
和
３
年
度
　
予
算
特
別
委
員
会
　
主
な
質
疑

令和３年度予算特別委員会
　令和３年度一般会計予算及び各特別会計・病院事業会計予算案は、議長を含む全議員をもって
構成した予算特別委員会（西館芳信委員長、澤上訓副委員長）で審査しました。
　町政全般にわたり、多くの質疑がありましたが紙面ではその一部をご紹介します。

―主な質疑―

　 

い
ち
ょ
う
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
規

模
を
縮
小
し
、
町
民
限
定
で
行
う

予
定
。

　
教
育
委
員
会
表
彰
授
与
式
の
高

校
生
以
下
の
表
彰
も
実
施
す
る
方

向
で
考
え
て
い
た
が
、
や
む
を
得

ず
断
念
し
た
。
理
由
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
ま
で
実
施
し
た
小
・
中
学
生

が
意
外
と
多
か
っ
た
こ
と
と
、
保

護
者
も
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
た
め
。
さ
ら
に

受
験
や
卒
業
式
を
控
え
て
い
る
こ

と
も
含
め
総
合
的
に
判
断
し
、
一

堂
に
集
め
て
の
表
彰
を
断
念
し

た
。
た
だ
し
、
各
学
校
で
の
表
彰

を
お
願
い
し
た
。

　
な
お
、
一
般
の
方
は
表
彰
す
る
場

が
な
い
た
め
、
表
彰
式
を
実
施
し

た
。

　
次
年
度
は
、感
染
状
況
を
見
な
が

ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
前
回
の
い
ち
ょ
う
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
町
民
の
参
加
者
数
は
。

　
ま
た
、
今
年
の
い
ち
ょ
う
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
向
け
て
の
感
染
症
対

策
は
。

　
表
彰
式
は
子
ど
も
に
と
っ
て
１

年
間
努
力
し
た
結
果
が
詰
ま
っ
て

お
り
、
大
変
貴
重
な
場
面
で
あ

る
。
２
回
に
分
け
て
で
も
実
施
し

て
頂
き
た
い
。

答

　 

前
回
の
い
ち
ょ
う
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
町
民
の
参
加
者
は
２
３
０

人
。
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
問
診
票
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
温
測

定
、
三
密
を
避
け
る
対
策
等
を
講

じ
る
。

　
表
彰
式
は
、
議
員
ご
提
案
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

　 

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
病
院
に
支
払
う

自
己
負
担
割
合
は
現
在
１
割
負
担
と
３
割

負
担
の
方
が
い
る
。
３
割
負
担
の
方
と
、

今
後
２
割
負
担
と
す
る
新
聞
報
道
に
つ
い

て
教
え
て
頂
き
た
い
。      

 

　
現
在
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が

医
療
機
関
で
支
払
う
窓
口
負
担
は
１
割
、

現
役
並
の
所
得
が
あ
れ
ば
３
割
と
な
っ
て

い
る
。

　
町
に
詳
細
な
情
報
が
入
っ
て
き
て
お

ら
ず
不
明
だ
が
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

単
身
で
年
収
２
０
０
万
円
以
上
、
複
数

人
世
帯
で
75
歳
以
上
の
年
収
入
が
３
２

０
万
円
以
上
あ
れ
ば
２
割
負
担
に
引
き

上
げ
る
と
さ
れ
、
令
和
４
年
度
後
半
か

ら
導
入
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
町
に

は
、
国
会
で
の
決
定
後
に
通
知
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
。

  　    

　
当
町
で
３
割
負
担
は
何
人
か
。

    

現
在
75
歳
以
上
の
方
は
約
３
０
０
０

人
い
る
が
、

そ
の
う
ち

現
役
並
の

所
得
の
方

は
３
％
の

約
１
０
０

人
が
３
割

負
担
と
な

っ
て
い
る
。

答

答

再
質
問

答再
質
問

　 

年
度
の
い
ち
ょ
う
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
は
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
表

彰
授
与
式
の
高
校
生
以
下
の
対
応
は
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

（
澤
上
　
訓
）

来

後

    

水
道
整
備
工
事
費
１
５
０
０

万
円
と
下
水
道
更
新
工
事
費
約

１
７
０
０
万
円
の
事
業
内
容
は
。

　（
松
林
義
光
）

　 

下
水
道
整
備
工
事
費
は
、
新

築
住
宅
汚
水
桝
の
設
置
工
事
の

30
か
所
を
積
算
。

　
下
水
道
更
新
工
事
費
は
高
田

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
制
御
盤

工
事
の
７
０
０
万
円
、
深
沢
の

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
交
換
費
用

の
約
９
０
０
万
円
弱
と
既
存
の

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
更
新
費
用

を
見
込
ん
で
い
る
。

　 
 

　
　
　
北
部
地
区
を
含
む
新
た

な
公
共
下
水
道
工
事
は
な
い
と

考
え
て
よ
い
の
か
。

　 

現
在
の
更
新
を
維
持
す
る
費

用
だ
け
で
、
新
た
な
公
共
下
水

道
工
事
は
考
え
て
い
な
い
。

答 答再
質
問

下

▲平成30年度教育委員会表彰授与式の様子

▲町の鮭デザインのマンホール

▲平成30年度いちょうマラソン大会の様子

（
楢
山
忠
）

年収
200万円

75歳以上の医療費：令和４年度後半から単身者の場合、
年収200万円以上で２割負担に引上げ

年収
約383万円
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再
質
問

　 

ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望
方
法
は
。

　
（
平
野
敏
彦
）

　
町
内
会
か
ら
の
要
望
や
地
域
住
民
か
ら
の

直
接
要
望
、
ま
た
町
民
の
声
等
で
要
望
が
来

る
場
合
も
あ
る
。

　
要
望
が
あ
れ
ば
現
地
確
認
を
し
、
交
通
安

全
対
策
上
、
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

し
た
う
え
で
対
応
す
る
。

　 
学
資
金
と
修
学
資
金
貸
付
金

の
違
い
は
。
　  

（
馬
場
正
治
）

　 

一
般
的
に
「
修
学
資
金
」
は
、

卒
業
後
に
病
院
へ
一
定
期
間
を
勤

務
す
る
こ
と
に
よ
り
返
済
が
不
要

と
な
る
も
の
。「
奨
学
資
金
」は
、

進
学
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
貸

付
し
、
そ
の
後
、
返
済
が
生
じ
る

も
の
。

 

　
学
資
金
の
貸
付
者
２
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
町
外
の
方
も
貸
付
条

件
は
同
じ
か
。   

（
平
野
敏
彦
）

　 

貸
付
条
件
は
同
じ
で
あ
る
。

　 

ロ
ナ
禍
で
奨
学
資
金
の
返
済
が

難
し
い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い

る
。
制
度
化
し
、
期
間
延
長
す
る

考
え
は
。          

（
平
野
敏
彦
）

　 

そ
の
都
度
事
情
を
考
慮
し
、

分
納
ま
た
は
期
間
の
延
長
等
、
個

別
対
応
し
て
い
る
。
遠
方
の
方

は
、
書
類
を
郵
送
で
行
い
対
応
し

て
い
る
。

 

一
般
的
に
高
校
や
大
学
、

専
修
学
校
な
ど
に
進
学
す

る
た
め
の
費
用
と
し
て
貸

し
出
さ
れ
る
も
の
で
、
家

庭
に
お
け
る
収
入
面
の
制

限
が
あ
る
が
、
使
途
は
特

段
の
制
限
は
な
い
。

 

主
に
特
定
の
学
校
へ
の
入

学
、
卒
業
の
た
め
に
貸
し

出
さ
れ
る
お
金
に
対
し
、

卒
業
後
、
就
職
先
に
よ
っ

て
は
返
済
が
不
要
に
な
る

場
合
が
あ
る
の
が
特
徴
。

カ答　 

火
リ
レ
ー
に
関
す
る
当
町
の
具
体
的
な
内

容
は
。
　
　
　
　
　
　 

　
　  

（
澤
上
勝
）

　
６
月
11
日
金
曜
日
午
後
３
時
頃
に
百
石
高

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
出
発
式
を
行
い
、
木

内
々
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
２
・
５

㎞
の
区
間
と
決
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
コ

ロ
ナ
対
策
に
よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
へ
の
一

般
客
の
入
場
や
沿
道
で
の
応
援
は
協
議
中
で

は
あ
る
が
、
や
や
厳
し
い
状
況
。

　
　 

　 

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
は
、
お
い
ら
せ
町
民

の
他
、
外
部
有
名
人
が
来
る
の
か
。

　
当
町
を
走
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
は
、
ま
だ
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。

聖答答

奨

奨
学
資
金
と
は

修
学
資
金
と
は

修コ

町奨学資金貸与条例 町医師修学資金貸与条例 

答答答

し
た
う
え
で
対
応
す
る
。

令
和
３
年
度
　
予
算
特
別
委
員
会
　
主
な
質
疑
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令
和
３
年
度
　
一
般
会
計
当
初
予
算
　
主
な
事
業
内
容

令和３年度一般会計

可決
しましたの主な事業内容

老人福祉センター・福祉プラザ
長寿命化対策

乳幼児医療給付費
子ども医療助成費

甲洋・下田小学校区
子育て世代定住助成金

障害者福祉サービス
介護給付費等事業

上谷地地区
農道保全対策事業

水産多面的機能発揮
対策事業費負担金

子どものための
教育・保育給付費

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

立地適正化計画策定
業務委託料道路橋りょう費 除雪作業委託料 公園管理費

津波浸水想定区域等
検討業務委託料

小・中学校普通教室
エアコン設置設計業務

八戸地域広域市町村圏
事務組合消防費負担金 消防施設費

学校給食運営費 公債費木ノ下中学校講堂
改築工事実施設計委託料

みなくる館等
指定管理者委託料

０歳～中学生までの一部
負担の医療費を町が負担

予算額 8,763万円

老朽化に伴う
塗装工事費等

予算額 4,111万円

居宅・生活・施設入所支援
児童発達支援・デイサービス等

予算額 5億2,908万円

両地区の人口減少及び
少子高齢化対策費

予算額 720万円

水産資源確保のため漁場
の海底耕うん等

予算額 150万円

令和４年度事業採択に向
けた調査計画業務委託料

予算額 650万円

ワクチン接種に関する
コールセンター等委託料

予算額 2,000万円

保育提供施設への
資金給付

予算額 13億478万円

下田公園、いちょう公園
等の植栽管理等委託料

予算額 5,530万円

都市機能誘導区域等の
基礎調査を実施

予算額 570万円

除雪・融雪剤散布・町内
会歩道除雪・除雪車運転
等の業務委託料
予算額 9,000万円

町道維持補修、住吉町線
土地購入・立木補償費、
町道整備工事費
予算額 2億5,193万円

小中学校普通教室エアコ
ン設置設計業務委託

予算額 2,476万円

町ハザードマップ見直し
に向けた町内浸水域調査

予算額 180万円

百石第６分団(川口)拠点
施設塗装工事費

予算額 175万円

一部事務組合への常備消
防負担金

予算額 3億2,743万円

町債償還元金、
町債償還利子等

国等から借入れた
元金と利子の返済

予算額 10億8,953万円

給食食材費、調理業務委託
料、給食配送・配膳委託料

予算額 2億1,679万円

みなくる館、図書館、大山
将棋記念館の指定管理料

予算額 6,678万円

講堂改築に係る設計委託

予算額 4,300万円

当初予算
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３
月
補
正
予
算
／
主
な
質
疑

一 般 会 計 （第８ ,９ ,１０号）
歳入の主な内容 補正予算額 歳出の主な内容 補正予算額

第 8 号 財政調整基金の取り崩し 6,000 万円 除雪対策費（除雪作業委託料） 6,000 万円 

第 9 号 財政調整基金の取り崩し 4,118 万円 除雪対策費（除雪作業委託料） 4,000 万円 

第10号 新型コロナウイルスワクチン接種補助金　1,706 万円 新型コロナウイルスワクチン接種事業費 1,706 万円 

一 般 会 計 （第１１号）
既定予算の総額から2 億3,931 万円を減額

予算総額は、136 億9,496 万円

歳出の主な内容 補正予算額 
舗装維持管理計画更新業務委託料 1,200 万円 

歳入の主な内容 補正予算額 鶉久保・薬師線舗装補修工事 2,545 万円 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 2 億9,913 万円 小学校トイレ洋式化工事費等 4,892 万円 

一 般 会 計 （第１２号）
繰越明許費の補正：令和2年度予算の新型コロナウイルスワクチン接種事業費のうち877万円を翌年度に繰越しする予算補正

特 別 会 計
特別会計 補正予算額 補正後予算総額 歳出の主な内容 

国民健康保険(第５号) ▲1,006 万円 25 億4,441 万円 出産育児一時金支給見込額精査 

奨学資金貸付事業(第２号) 429 万円 1,972 万円 奨学基金積立金 

公共下水道事業(第３号) ▲1,165 万円 10 億3,813 万円 下水道更新工事費事業確定 

農業集落排水事業(第２号) ▲888 万円 1 億2,365 万円 農排水更新工事費事業確定 

介護保険(第４号) ▲7,727 万円 23 億2,182 万円 給付費見込額精査、基金積立金差額調整 

後期高齢者医療(第２号) ▲733 万円 2 億2,592 万円 共通経費負担金、保険料負担金の見込額精査 

病院事業(第５号)収益 ▲793 万円 10 億2,723 万円 入院・外来収益の見込額精査 

　　　　　　　令和２年度町一般会計補正予算(第11号)

　　　　　　  　 木ノ下小学校は既に洋式トイレとなっ
ているが、残りの４小学校は、６～７割の洋式化とは
どういうことか。
     衛生上の理由から和式トイレを希望する児童・生徒
もいるため、例えば、３つのトイレがあれば１つを和
式、残りの２つを洋式とするため、６～７割の洋式化
となる。
　なお、３中学校は既に洋式化となっている。
　
　　　　　　　令和２年町奨学資金貸付事業特別会計補
正予算(第２号)

　　　　　　　　コロナ禍で大学生等の生活が厳しい
と聞く。国の第３次補正を使い、町の奨学資金貸付者
を対象とした、新たな学生支援策を講じる考えはない
か。
　  来年度、奨学資金貸付者の大学生の募集枠を増やし
対応する。また、国では学生支援給付金を実施し給付
を行っているため、それらを考慮し、今後の支援策を
検討する。

　　　　　　　令和２年度町介護保険特別会計補正予算
(第４号)

　　　　　　　 介護認定の流れと認定までの期間は。
また、申請中にトイレ等の改修工事は可能か。
    【介護認定の流れ】
　 ①介護福祉課に相談➡必要と判断されたら申請
　 ②認定調査員が自宅等訪問し、体調や住環境等を調査
　 　かかりつけ医から医師の意見書をもらう
　 ③②を基に介護認定審査会で審査し判定を行う
　 ④ケアマネジャー等が計画を作成しサービス開始
・認定までの期間は約１か月程度を要する。
・状況に応じて申請中に介護サービスの暫定利用は可能
　だが、改修工事等は介護認定決定後となる。

　　　　　　　令和２年度町病院事業会計補正予算(第５号)

　　　　　　　　器材備品購入費461万円の補正予算計
上をしているが、眼科の患者数は。
　  眼科は２月からこれまでで３回の診療(午後のみ)
で81人が受診。眼科の入院患者は２人。最も効果が得
られたと感じたのは、81人中30人(37%)がおいらせ病
院を利用したことがない新規患者だった。このような広
がりが経営にプラスになっていければと考えている。

【議案第21号】

【議案第26号】

【議案第28号】

【議案第23号】

問 松林義光議員

問 平野敏彦議員
問 田中正一議員

問 澤上勝議員

答

答

答

答

可決
しました３   月  補  正  予    算
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常
任
委
員
会

令和３年第１回　　総務文教常任委員会　　委員長：平野　敏彦

▶案件１　学校給食調理等業務委託
【概要】学校給食調理等業務委託が令和２年度末で契約
終了。令和３年度からの委託業者を公募型プロポーザ
ルを実施し、審査委員会で決定した。
　優先交渉権者は、㈱東洋食品。
　３年間の委託総額は１億 9,574 万円 ( 税込 )。
　
　　　　　　　指名願いは何社か。
　  学校調理業務の指名願いは16社あったが、応募した
のは１社のみだった。１社であってもプロポーザルに
より安全性や衛生管理調理業務の対応状況等を点数化
し評価した結果、基準を大きく上回った。

　　　　　　　　審査委員会のメンバーは。
　  校長会推薦の学校長、養護教諭、連合PTA、教育委
員、給食センターの栄養教諭等、三八県民局の福祉部
衛生課長、町財政管財課長と学務課長の計10人。

　　　　　　　業者選定したメリットは。
　  危機管理の対応が早い。給食
アンケートでは 90％が美味しい
との高評価を得ている。また、食
育活動でも協力を頂いている。

令和３年１月 12 日（火）午前 10 時～
【出席委員】平野敏彦、澤上勝、松林義光、澤頭好孝、沼端務、田中正一、佐々木勝　【欠席委員】西舘秀雄

▶案件２　（仮称）甲洋・下田小学校区子育て世代定
　住助成金の創設

【概要】町定住促進助成事業は今年度末で終了。
　全員協議会等で甲洋・下田小学校だけは、定住助成
すべきとの意見を受けて検討した。
　両小学校の児童数は５年以内に
100人を割る見込み。地域に子ど
もがいなくなると学校存続の危機
及び地域衰退を招く恐れがある。
　地域の活力を維持し、町の均衡
ある発展を図るため両地区に特別
な支援策として助成する。

　　　　　　　　この助成事業だけでは、人口が増加
すると思えない。都市計画等により、他課と連携し、
居住環境整備が必要と考えるが。
　  ご指摘のとおり。様々な政策を複合的に実施するこ
とで相乗効果が出るものと認識している。地元の意見
を聴取する機会を設け、反映していきたい。

　　　　　　　　本村地区に住み、郷土芸能をやらせ
たいと言う声もある。都市計画の見直しもあるが、町
は下田小学校区をどのように考えているか。
　  各地区に魅力的な活動が様々ある。ホームページ等
で PR しながら移住・定住に繋げていきたい。

問 澤上勝委員
答

問 佐々木勝委員
答

問 佐々木勝委員

答

問 田中正一委員

答

問 沼端務委員
答

令和３年第１回　　産業民生常任委員会　　委員長：西館　芳信

▶案件１　令和３年度生活関連道路整備計画
【概要】
１. 町道整備事業（単独：5,000 万円）
２. 町道舗装補修事業
　  （補助・事業債：5,512 万円）
３. 町道維持補修工事（8,000 万円）
４. 道路新設改良総務事業（１億 2,282 万円）
　
　　　　　　　曙線の地盤が弱いが、対策は。
　 3.11 の地震の際に下水道管の破損が生じ
たが、今回の工事は、路盤も入れて対策する。
　地震による下水道管の破損対策は掘らなけ
れば分からないので、その都度対応する。

　　　　　　　現在の根岸と藤ケ森の側溝は
簡易なものだが、今回の工事ではどうか。
　 現在は、幅240
ミリの蓋なし側溝
が敷設されている
ものを、幅300ミ
リの蓋付側溝に改
修する予定。

令和３年３月２日（火）午前 10 時～
【出席委員】西館芳信、澤上訓、楢山忠、馬場正治、日野口和子、木村忠一　【欠席委員】柏﨑利信、吉村敏文

▶案件２　国及び県管理施設整備要望
【概要】主な整備状況は次のとおり
・二川目歩道拡幅工事：今年度一部区間（約800ｍ）完了。来年
　度は残区間（約800ｍ）の用地買収等を予定。
・浜道歩道拡幅工事：用地補償調査・算定中。来年度から用地
　買収予定。
・県道柳町下田停車場線（明土地内の路肩拡幅）：今年度完了。
・奥入瀬川河床整理工事：一部完了。
・ 地震・高潮対策河川事業（下川原地区）：今年度完了。
・明神川河川総合流域防災事業（明神川の拡幅）：沼端１号橋架け
　替え完了。
※国県管理施設整備について、来年度以降も引き続き要望して
　いく。

　　　　　　　　木ノ下中学校の生徒の事故現場のカラー舗装と
交差点内の外灯の設置を要望する。
　 町通学路安全推進協議会を通じ
て、県に確認する。

　　　　　　　木内々の踏切から曙
団地方面の歩道は、除雪機が通れな
い幅。長年要望してきたが、早い機
会に整備の要望をして頂きたい。
　 県に要望する。

問 楢山忠委員

問 楢山忠委員

問 澤上訓委員

答

問 馬場正治委員

答

答

答

▲木内々踏切から
曙団地までの歩道▲現在の藤ケ森の側溝

馬　場　正　治　議員
・交通死亡事故再発防止に向け町の取り組みは
・甲洋および下田小学校の児童数減少対策は
・スクールバスの運行内容見直しについて問う

・新型コロナウイルスワクチンの接種方法は
・町男女共同参画プランの進捗状況は

・消防団の名称変更は
・おいらせ病院の移転建設について問う
・おいらせ病院と庁舎の早期整備について問う

・新庁舎整備の進捗状況は
・多目的ドーム整備事業は
・児童・生徒の通学路の現状と対応は
・木ノ下中学校の体育館整備は
・新型コロナウイルスワクチン接種の対応は

・ワクチン接種が身近になり、町民は安堵と不安な思い
　でいるが対策や対応は
・コロナ禍での児童虐待の現状は
・学校の少人数学級の現状と対応は
・コロナ禍による町民サービスへの影響は

・甲洋小学校・下田小学校の少子化対策は
・町の除雪対策は
・県の食用米新品種と町との連携は

10

11

12

13

14

15

平　野　敏　彦　議員

木　村　忠　一　議員

澤　上　　　勝　議員

日野口　和　子　議員

田　中　正　一　議員
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、

学
校
も
関
係
機
関
と
連
携
し
横
断
歩

道
の
渡
り
方
や
交
通
安
全
教
室
、
自

転
車
安
全
教
室
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
登
下
校
時
の
街

頭
指
導
、
地
域
団
体
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
見
守
り
や
声
掛
け
等
が
行
わ
れ
て

い
る
。

 　

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

定
住
促
進
策
の
効
果
等
の
状
況
を
考

慮
し
て
い
き
た
い
。
今
後
さ
ら
に
児

童
数
の
減
少
が
続
き
、
す
べ
て
の
学

年
で
複
式
学
級
と
な
り
、
そ
れ
ら
の

継
続
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、
保
護
者

や
関
係
者
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

 

町
内
の
児
童
生
徒
数
は
小
中
学

校
８
校
で
約
２
千
人
い
る
。
全
員
を

送
迎
す
る
た
め
に
は
40
人
定
員
の
中

型
バ
ス
で
50
台
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
現
実
的
に
は
難
し
い
と
考
え
る
。

の
確
認
を
徹
底
す
る
こ
と
を
指
導
し

て
い
る
。

　

 

町
内
の
全
中
学
校
で
は
、
学
校

指
定
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
及
び
手
提

げ
バ
ッ
ク
に
も
反
射
材
が
付
い
て
い

る
た
め
、
現
時
点
で
反
射
材
付
き
の

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
の
支
給
は
考

え
て
い
な
い
。

 　

把
握
で
き
て
い
る
状
況
や
原
因

は
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
情
報

ま
で
で
あ
る
。

　

事
故
当
時
、
路
面
が
凍
結
し
て
い

た
と
は
言
え
、
信
号
機
の
あ
る
交
差

点
で
横
断
歩
行
中
に
ト
ラ
ッ
ク
に
は

ね
ら
れ
て
お
り
、
大
変
悲
惨
で
痛
ま

し
く
残
念
な
思
い
で
あ
る
。
亡
く
な

ら
れ
た
ご
本
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆
様
に

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
今
回
の
事
故
が
夜
間
の
横
断

歩
道
上
で
発
生
し
て
い
る
た
め
、
町

内
の
通
学
道
路
を
中
心
に
横
断
歩
道

付
近
の
街
路
灯
状
況
を
調
査
し
、
夜

間
暗
く
て
運
転
者
か
ら
歩
行
者
が
見

え
に
く
い
箇
所
に
街
路
灯
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
務
課
指
導
室
の
職
員
に

よ
る
通
学
路
に
お
け
る
登
下
校
の
指

導
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
歩
行
者
側

が
青
信
号
で
横
断
す
る
際
に
も
左
右

交通死亡事故再発防止対策は

馬場　正治 議 員

交
通
死
亡
事
故
再
発
防
止
に

向
け
町
の
取
り
組
み
は

甲
洋
お
よ
び
下
田
小
学
校
の

児
童
数
減
少
対
策
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
内
容

見
直
し
に
つ
い
て
問
う

 　

 

小
中
学
生
へ
の
安
全
指
導
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 　
 

町
の
再
発
防
止
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 　

 

今
年
発
生
し
た
木
ノ
下
中
男

子
生
徒
の
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、

事
故
状
況
と
原
因
に
関
し
て
町
は

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。

 　

 

日
没
以
降
ド
ラ
イ
バ
ー
が
生

徒
を
発
見
し
や
す
い
よ
う
、中
学

生
全
員
に
明
る
い
色
の
反
射
材
付

き
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
支
給

し
、下
校
時
に
必
ず
着
用
す
る
よ

う
指
導
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 　
 

甲
洋
、下
田
両
学
区
へ
の
移
住

促
進
策
に
合
わ
せ
、統
廃
合
も
含

め
た
抜
本
的
な
学
区
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

 　

 

対
象
地
区
を
限
定
し
て
い
る

現
状
を
見
直
し
、通
学
路
の
数
箇

所
に
停
車
場
所
と
発
着
時
間
を
決

め
、路
線
バ
ス
と
同
じ
よ
う
な
運

行
に
で
き
な
い
か
。

▲死亡事故が発生した横断歩道
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新型コロナウイルスワクチン接種の方法は

平野　敏彦 議 員

　
 

接
種
場
所
と
し
て
町
内
の
医
療
機

関
に
協
力
依
頼
し
、
可
能
な
限
り
協

力
す
る
旨
の
回
答
を
頂
い
た
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
４
月
下
旬
の
開
始
予
定

で
、
現
在
は
接
種
計
画
を
作
成
中
。

　

 

接
種
方
法
は
個
別
接
種
を
基
本

と
し
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
身
近
な

医
療
機
関
で
実
施
す
る
。

　

お
い
ら
せ
病
院
で
は
基
本
的
に
、

平
日
の
午
後
を
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
し
、

週
に
１
日
か
ら
２
日
程
度
の
時
間
外

診
療
で
対
応
す
る
予
定
。
ま
た
、
休

日
対
応
に
つ
い
て
も
検
討
中
。

　

 

対
象
と
な
る
町
民
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
と
予
約
や
相
談
の
た
め
の
電

話
番
号
、
説
明
書
及
び
予
診
票
を
送

付
す
る
予
定
。
高
齢
者
へ
の
送
付
は

４
月
上
旬
を
予
定
。

 　

法
律
で
上
位
計
画
を
勘
案
し
策

定
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
県
の
計
画
は
国
の
計
画
の
１
年

後
に
、
町
の
計
画
は
県
計
画
の
２
年

後
に
策
定
し
て
い
る
た
め
。

　

 

町
防
災
会
議
に
女
性
委
員
の
登

用
と
、
避
難
所
運
営
委
員
会
等
へ
の

参
画
及
び
視
点
を
取
り
入
れ
た
。

　

 

女
性
職
員
の
課
長
職
登
用
は
な

い
。
課
長
補
佐
職
は
６
名
。

 　

令
和
３
年
２
月
末
時
点
で
、
28
・

７
％
。

　

 

国
の
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
救

済
制
度
が
あ
り
、
医
療
費
や
障
害
年

金
等
を
受
け
ら
れ
る
。

 　

全
て
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、

ひ
と
り
親
世
帯
で
休
職
と
な
っ
た
方

が
１
件
あ
っ
た
。
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
休
校
中
に
教
員
が
安
全
確
認

や
学
習
状
況
の
把
握
に
努
め
て
お
り
、

今
後
も
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

　

な
お
、
国
で
は
収
入
が
減
少
し
た

「
ひ
と
り
親
世
帯
」
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
を
８
月
と
12
月
に
支
給
し
て

い
る
。

　

 

短
期
滞
在
の
外
国
人
を
除
き
、

町
内
居
住
の
実
態
が
認
め
ら
れ
る
場

合
、
町
が
接
種
券
を
発
行
す
る
。

 　

接
種
順
位
は
、
医
療
従
事
者
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
、
高
齢
者
施
設
の
従
事
者

及
び
60
～
64
歳
ま
で
の
高
齢
者
、
そ

れ
以
外
の
方
の
順
と
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
。

 　

特
定
疾
患
の
あ
る
方
は
、
保
健

所
と
連
携
し
概
ね
把
握
し
て
い
る
が
、

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
の
把
握
が
難
し

い
た
め
、
一
旦
、
全
員
に
通
知
し
、

予
診
票
の
記
載
内
容
を
確
認
の
上
、

本
人
の
同
意
と
医
師
の
判
断
に
よ
り

受
け
て
頂
く
。

　

特
定
疾
患
の
あ
る
方
は
、
主
治
医

と
相
談
の
上
、
接
種
の
判
断
を
し
て

頂
く
。

 　

任
意
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
接

種
は
強
制
で
は
な
い
が
、
生
命
や
健

康
を
損
な
う
リ
ス
ク
等
が
あ
る
た
め
、

接
種
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
理
解

を
得
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
は

町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
は

 　

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場
所
、及
び

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

 　

 

特
定
疾
患
や
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
の
把
握
方
法
と
接
種
は
。

 　

 

接
種
に
よ
る
医
療
事
故
の
場

合
、責
任
の
所
在
は
。

 　

 

外
国
人
就
労
者
へ
の
接
種
方

法
は
。

 　

 

地
域
防
災
へ
の
女
性
の
活
躍

の
場
は
。

 　

 

感
染
拡
大
に
伴
い
、Ｄ
Ｖ
や
性

暴
力
、雇
用
面
で
影
響
を
受
け
て

い
る
と
聞
く
が
、当
町
の
女
性
や

子
ど
も
の
実
情
は
。

 　

 

第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

町
の
計
画
が
国
の
計
画
か
ら
３

年
遅
れ
の
理
由
は
。

 　

 

役
場
女
性
職
員
の
課
長
職
へ

の
積
極
登
用
計
画
で
は
、平
成
32

（
令
和
２
）年
度
ま
で
に
課
長
職
２

名
、課
長
補
佐
職
６
名
を
登
用
す

る
と
あ
る
が
結
果
は
。

 　

 

接
種
を
不
安
視
す
る
方
や
接

種
拒
否
者
へ
の
対
応
は
。

 　

 

町
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

特
に
高
齢
者
に
対
す
る
対
応
は
。

 　

 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
は
個

別
か
集
団
か
。ま
た
、お
い
ら
せ
病

院
の
対
応
は
。

 　

 

接
種
順
位
は
。

 　

 

町
附
属
機
関
委
員
へ
平
成
30

年
度
ま
で
40
％
の
女
性
登
用
を
目

指
す
と
あ
る
が
達
成
率
は
。
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お
い
ら
せ
病
院
は
津
波
及
び
洪

水
の
浸
水
想
定
区
域
に
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
安
全
確
保
に
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
後
39

年
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

不
具
合
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
然

災
害
を
想
定
し
た
地
理
的
条
件
と
合

わ
せ
て
、
今
後
の
お
い
ら
せ
病
院
の

方
向
性
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

 　

自
治
体
病
院
の
役
割
は
、
地
域

　

 

消
防
団
組
織
の
統
合
の
経
過
は
、

合
併
時
に
、
旧
町
区
域
を
管
轄
す
る

百
石
消
防
団
と
下
田
消
防
団
の
２
つ

の
消
防
団
組
織
が
あ
り
、
そ
の
２
つ

の
消
防
団
を
統
括
す
る
連
合
消
防
団

長
を
１
名
配
置
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
両
消
防
団
が
調
整
を
図

り
、
平
成
22
年
に
お
い
ら
せ
町
全
域

を
管
轄
す
る「
お
い
ら
せ
町
消
防
団
」

が
組
織
さ
れ
、
１
つ
の
消
防
団
組
織

へ
と
再
編
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
お
い
ら
せ
町
消
防
団
の

分
団
名
は
、
下
田
第
１
分
団
や
百
石

第
１
分
団
等
、
旧
町
名
と
分
団
番
号

を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た
名
称
と
し
た
。

　

こ
の
背
景
と
し
て
、
近
隣
市
町
村

　

 

自
治
体
病
院
の
役
割
は
、
地
域

に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
提

供
と
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
担
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
誰
も
が
通
院
し
や
す
い

利
便
性
が
良
い
場
所
は
有
力
な
選
択

肢
と
認
識
し
て
い
る
。

　

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
か
ら
の
課
題
と
し
て
早
期
整
備
に

向
け
検
討
し
て
き
た
が
様
々
な
課
題

が
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
前
に
進
め

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
合
併
に
伴
う
有
利
な
財

源
で
あ
る
合
併
特
例
債
を
活
用
で
き

る
期
限
ま
で
に
、
新
庁
舎
整
備
が
進

む
よ
う
計
画
的
に
検
討
作
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

を
調
査
し
参
考
と
し
た
こ
と
。
ま
た
、

地
域
に
も
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
名
称

の
方
が
活
動
し
や
す
く
、
有
事
の
際

の
指
揮
命
令
等
も
的
確
に
行
わ
れ
る

考
え
も
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
消
防
団
組
織
と
し

て
の
統
合
調
整
は
平
成
22
年
に
終
え
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

浸水区域であるおいらせ病院の
移転建設について問う

木村　忠一 議 員

消
防
団
の
名
称
の
変
更
は

お
い
ら
せ
病
院
の

移
転
建
設
に
つ
い
て
問
う

お
い
ら
せ
病
院
と

庁
舎
の
早
期
整
備
は

 　

 

お
い
ら
せ
町
は
平
成
18
年
に

合
併
し
、15
年
経
過
し
た
が
消
防

団
の
名
称
は
い
ま
だ
に

「
お
い
ら
せ
町
下
田
第
何
分
団
」

「
お
い
ら
せ
町
百
石
第
何
分
団
」

の
ま
ま
で
あ
る
。

　

伝
統
も
あ
る
と
思
う
が
、出
初

式
や
三
沢
市
、六
戸
町
と
の
合
同

観
閲
式
を
見
る
と
名
称
の
一
体
性

が
な
く
違
和
感
を
覚
え
る
。ま
た
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

お
い
ら
せ
町
消
防
団
第
何
分
団

に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
、で
き
な
い
理
由
は
。

 　

 

お
い
ら
せ
病
院
は
浸
水
区
域

に
な
っ
て
お
り
、ま
た
、庁
舎
は
本

庁
舎
と
分
庁
舎
に
分
か
れ
、町
民

か
ら
利
便
性
が
良
く
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。さ
ら
に
、職
員
の
移
動

に
係
る
事
務
の
効
率
低
下
も
考
え

ら
れ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
病
院
も

庁
舎
も
早
期
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、町
の
見
解
は
。

 　

 

お
い
ら
せ
病
院
は
、町
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
津
波
や
川
の

氾
濫
に
よ
り
浸
水
区
域
と
な
っ
て

い
る
。町
民
の
生
命
を
守
る
た
め

に
も
１
日
も
早
い
お
い
ら
せ
病
院

の
移
転
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
町

の
見
解
は
。

▲出初式の様子

▲おいらせ病院

▲病院隣を流れる奥入瀬川

▲２つに分かれている
本庁舎（左）と分庁舎（右）
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町民の利便性の向上、まちづくりのシンボル、
行政組織の一元化、行財政運営の効率化

のために早期統合庁舎整備を
澤上　勝 議 員

　

 

新
庁
舎
整
備
は
、
多
目
的
ド
ー

ム
計
画
が
凍
結
し
た
こ
と
と
、
合
併

特
例
債
が
令
和
12
年
度
ま
で
に
延
長

さ
れ
た
た
め
、
総
務
課
内
部
で
の
検

討
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

合
併
特
例
債
を
使
え
る
期
限
が
あ
り
、

遅
く
と
も
令
和
５
年
度
ま
で
に
候
補

地
を
決
定
し
、
計
画
策
定
か
ら
完
成

ま
で
の
期
間
が
６
～
７
年
程
度
を
要

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
計
画

策
定
を
進
め
な
け
れ
ば
合
併
特
例
債

の
活
用
が
難
し
く
な
る
。

 　

平
成
30
年
７
月
に
両
常
任
委
員

会
へ
報
告
し
て
い
る
内
容
が
現
時
点

の
予
定
で
、
新
庁
舎
の
規
模
は
総
務

省
起
債
基
準
で
算
定
し
た
庁
舎
床
面

積
の
５
３
６
８
㎡
。
財
源
は
合
併
特

例
債
と
公
共
施
設
整
備
基
金
を
活
用
。

建
設
場
所
は
３
候
補
地
で
「
イ
オ
ン

モ
ー
ル
下
田
周
辺
」、「
イ
オ
ン
モ
ー

ル
下
田
敷
地
内
」、「
本
庁
舎
」
の
３
案
。

 　

今
後
の
方
針
も
現
時
点
で
は
何

も
決
定
し
て
い
な
い
。

年
度
に
造
成
工
事
、
令
和
６
年
度
に

建
物
本
体
の
工
事
に
着
手
し
、
約
１

年
程
度
で
完
成
す
る
予
定
。

 　

介
護
施
設
と
の
相
談
に
な
る
が
、

配
置
の
医
師
も
し
く
は
嘱
託
医
等
が

施
設
に
出
向
い
て
接
種
す
る
と
思
わ

れ
る
。
在
宅
の
要
介
護
認
定
者
は
、

集
団
接
種
が
出
来
る
か
関
係
者
と
協

議
す
る
。
病
院
に
入
院
中
の
方
は
、

病
院
に
相
談
し
て
頂
く
が
、
病
院
の

医
師
が
接
種
す
る
と
思
わ
れ
る
。

 　

町
が
指
定
し
た
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
電
話
し
、
接
種
す
る
医
療
機

関
や
接
種
日
を
事
前
予
約
し
て
頂
く
。

 　

横
断
歩
道
の
整
備
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
教
育
委
員
会
、
各
小
学
校
、

三
沢
警
察
署
、
交
通
安
全
担
当
課
、

国
道
県
道
及
び
町
道
の
管
理
者
で
組

織
す
る
「
お
い
ら
せ
町
通
学
路
安
全

推
進
協
議
会
」
で
毎
年
、
意
見
交
換

や
情
報
交
換
、
各
校
か
ら
の
要
望
を

伝
え
る
等
、
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　

通
学
路
の
利
用
指
導
は
、
関
係
各

所
と
も
連
携
し
指
導
を
徹
底
す
る
。

 　

令
和
３
年
度
に
地
質
・
測
量
調

査
し
、
実
施
設
計
に
入
る
。
令
和
５

 　

庁
舎
は
、
行
政
事
務
を
司

つ
か
さ
ど

る
施
設

で
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
で
あ

り
、
地
域
の
核
と
な
る
施
設
で
あ
る
。

　

仮
に
、
新
庁
舎
を
新
た
な
場
所
と

し
た
場
合
、
人
の
流
れ
が
変
わ
り
、

金
融
や
郵
便
、
医
療
、
福
祉
、
交
通

等
の
生
活
を
支
え
る
機
能
、
定
住
人

口
や
民
間
活
力
の
誘
導
が
図
ら
れ
、

現
在
の
町
の
姿
が
変
容
す
る
。
新
庁

舎
を
核
と
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

や
土
地
利
用
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
、

町
の
総
合
計
画
等
は
見
直
し
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

 　

令
和
元
年
度
に
多
目
的
ド
ー
ム

建
設
を
凍
結
し
た
理
由
は
、
建
設
事

業
費
の
大
幅
な
増
が
見
込
ま
れ
る
一

方
で
、
合
併
特
例
債
等
の
有
利
な
財

源
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
、
普
通
交

付
税
の
減
額
等
に
よ
り
財
政
の
厳
し

さ
が
増
し
て
い
る
中
で
、
建
設
後
の

財
政
状
況
の
悪
化
が
危
惧
さ
れ
る
こ

と
、
近
年
の
建
築
経
費
が
高
騰
し
て

い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
解

消
さ
れ
る
見
通
し
が
立
て
ば
と
考
え

て
い
る
。

新
庁
舎
整
備
の
進
捗
状
況
は

多
目
的
ド
ー
ム
整
備
事
業
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
は

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の

現
状
と
対
応
は

木
ノ
下
中
学
校
の体

育
館
整
備
は

 　

 

併
せ
て
、将
来
の
ま
ち
づ
く
り

構
想
と
町
の
総
合
計
画
等
は
。

 　

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
個
人
で
電

話
等
に
よ
る
予
約
制
か
。

 　

 

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

 　

 
事
業
凍
結
解
除
の
目
安
は
。

 　
 

体
育
館
の
完
成
時
期
は
。

 　

 

規
模
・
財
源
・
建
設
場
所
は
。

 　

 

庁
舎
跡
地
の
利
用
は
。

 　

 

通
学
路
の
横
断
歩
道
の
整
備
と

事
故
抑
止
力
の
指
導
は
。

 　

 

介
護
施
設
入
所
者
・
在
宅
の
要

介
護
者
・
病
院
入
院
中
の
方
の
接

種
方
法
は
。

▲カラー舗装の歩道
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新型コロナウイルスワクチンの
接種対策や対応は

日野口　和子 議 員

 　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
事
業
費

は
、
国
庫
補
助
金
を
財
源
と
し
て
い

る
。

　

経
費
の
内
訳
は
、
接
種
の
問
い
合

わ
せ
に
係
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
業

務
委
託
料
、
接
種
券
の
印
刷
や
封
入

作
業
等
の
業
務
委
託
料
、
予
防
接
種

管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
、

予
防
接
種
対
策
室
設
置
に
よ
る
Ｏ
Ａ

環
境
整
備
に
係
る
業
務
委
託
料
等
を

見
込
み
予
算
化
し
た
。

 　

対
象
者
へ
接
種
案
内
通
知
（
接

種
券
と
予
診
票
）
を
送
付
。
事
前
予

約
の
た
め
町
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
、

接
種
し
た
い
医

療
機
関
と
接
種

日
を
伝
え
、
接

種
す
る
。

 　

国
で
は
、
小
学
１
年
生
で
35
人

学
級
、
２
年
生
以
上
は
40
人
学
級
と

し
て
い
る
。
県
で
は
既
に
小
学
４
年

生
ま
で
35
人
学
級
と
し
て
お
り
、
当

町
に
お
い
て
も
県
の
基
準
を
既
に
満

た
し
て
い
る
。

 　

令
和
２
年
当
初
予
算
の
一
般
財

源
約
67
億
８
千
万
円
に
対
し
、
令
和

３
年
度
当
初
予
算
案
の
一
般
財
源
は

約
69
億
９
千
万
円
と
な
り
、
２
億
１

千
万
円
程
度
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

要
因
と
し
て
、
町
税
は
９
千
万
円
の

減
と
な
る
も
の
の
、
地
方
交
付
税
が

１
億
３
千
万
円
の
増
、
臨
時
財
政
対

策
債
２
億
円
の
増
が
見
込
ま
れ
、
当

面
の
一
般
財
源
が
確
保
さ
れ
る
見
通

し
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
下
げ
は

考
え
て
い
な
い
。

 　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て
は
不

明
だ
が
、
２
月
末
現
在
で
５
件
、
前

年
度
に
対
応
し
た
件
数
よ
り
２
件
増

加
し
て
い
る
。

　

危
険
性
の
高
い
ケ
ー
ス
は
関
係
機

関
と
連
携
し
、
令
和
２
年
度
は
３
件

あ
っ
た
が
終
結
し
た
。

 　

令
和
２
年
度
の
送
致
件
数
は
２

月
末
時
点
で
１
件
も
な
い
。

 　

様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
支

援
者
不
足
や
生
活
困
窮
等
、
複
合
的

な
要
因
に
よ
る
虐
待
ケ
ー
ス
が
多
く
、

面
接
、
助
言
指
導
、
各
種
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
斡
旋
、
児
童
相
談
所
へ
の
送

致
及
び
関
係
機
関
の
分
担
支
援
に
よ

り
終
結
に
至
っ
て
い
る
。

 　

接
種
方
法
は
、
か
か
り
つ
け
医

な
ど
身
近
な
医
療
機
関
で
の
「
個
別

接
種
」
を
基
本
と
し
て
実
施
す
る
。

高
齢
者
施
設
入
所
者
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
は
集
団
接
種
で
の
対
応
が

可
能
か
、
ま
た
、
医
療
機
関
の
個
別

接
種
対
応
可
能
人
数
に
よ
っ
て
は
補

完
的
な
形
で
集
団

接
種
が
可
能
か
ど

う
か
を
検
討
し
て

い
る
。
 　

身
近
な
医
療
機
関
や
か
か
り
つ

け
医
で
接
種
す
る
場
合
は
、
普
段
利

用
さ
れ
て
い
る
交
通
手
段
を
ご
利
用

頂
き
た
い
。

 　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
保
護
の
申

請
件
数
は
18
件
あ
り
、
受
給
と
な
っ

た
世
帯
は
10
件
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ

に
よ
る
失
業
理
由
の
申
請
は
な
か
っ

た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
身
近
に
な

り
、町
民
は
安
堵
と
不
安
な
思

い
で
い
る
が
対
策
や
対
応
は

 　

 

国
で
は
少
人
数
学
級
へ
の
転

換
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、当
町

の
考
え
は
。

 　

 

新
型
、変
異
性
も
含
め
て
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
蔓
延
す
る
中
、万
全

な
接
種
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が

接
種
準
備
等
の
予
算
は
。

 　

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、病
院
中
心

か
、ま
た
は
集
団
接
種
会
場
を
設

置
す
る
の
か
。

 　

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
児
童
虐
待

が
増
加
し
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、当
町
の
現
状
は
。

 　

 

コ
ロ
ナ
禍
で
一
般
財
源
の
落
ち

込
み
に
よ
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

 　

 

コ
ロ
ナ
禍
で
失
業
者
の
増
加

も
考
え
ら
れ
る
が
、生
活
保
護
申

請
状
況
は
。

　

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
の
よ
う

な
手
順
で
行
う
の
か
。

　

 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
接
種

場
所
ま
で
の
交
通
手
段
は
。

　

  

児
童
相
談
所
へ
の
送
致
件
数
は
。

　

 

ど
の
よ
う
な
形
で
解
決
に
至
っ

た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

児
童
虐
待
の
現
状
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

町
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は

学
校
の
少
人
数
学
級
の

現
状
と
対
応
は
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少子高齢化が進む甲洋・下田
小学校区に居住環境の整備を

田中　正一 議 員
 　

町
で
は
、
都
市
計
画
区
域
や
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を

進
め
、
７
月
以
降
に
は
両
小
学
校
区

内
に
住
宅
用
地
が
確
保
さ
れ
良
好
な

居
住
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
く
と
考

え
て
い
る
。

 　

現
在
は
実
施
可
能
路
線
の
う
ち
、

未
舗
装
路
線
や
大
雨
時
の
排
水
不
良

で
冠
水
の
恐
れ
が
あ
る
路
線
を
優
先

し
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
道
幅
が
狭
い
道
路
を

拡
幅
し
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

い
品
種
と
し
て
県
が
２
０
２
３
年
度

の
市
場
デ
ビ
ュ
ー
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
は
シ
ェ
ア
を
高
め
る
こ
と

で
生
産
者
の
所
得
安
定
に
つ
な
げ
る

た
め
、
生
産
指
導
体
制
の
整
備
や
宣

伝
・
販
売
対
策
を
展
開
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　

主
食
用
米
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

２
０
２
１
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標

の
減
少
等
、
一
層
厳
し
さ
を
増
す
見

込
み
で
あ
る
が
、
町
は
こ
れ
ま
で
以

上
に「
買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
県
の
動
向
を
注
視

し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
て

い
く
。

 　

水
稲
新
品
種
「
青
系
１
９
６
号
」

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
農
林
総
合
研
究
所
で
県
南

地
域
も
含
め
県
内
９
か
所
で
栽
培
試

験
が
行
わ
れ
県
の
認
定
品
種
に
指
定

さ
れ
た
。

　

今
後
も
市
場
デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
、

引
き
続
き
栽
培
試
験
が
行
わ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

今
期
は
強
風
を
伴
う
大
雪
で
視
界

不
良
に
よ
る
事
故
の
危
険
性
が
あ
っ

た
た
め
、
除
雪
作
業
が
円
滑
に
行
え

な
か
っ
た
。
ま
た
、
積
雪
が
10
㎝
以

下
で
も
予
想
を
超
え
る
吹
き
溜
ま
り

が
発
生
す
る
等
、
皆
様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
た
。
現
在
は
吹
き
溜
ま

り
箇
所
の
現
地
確
認
を
強
化
し
対
応

し
て
い
る
。

 　

水
稲
新
品
種
「
青
系
１
９
６
号
」

は
、
県
産
ブ
ラ
ン
ド
米
「
青
天
の
霹

靂
」「
ま
っ
し
ぐ
ら
」「
つ
が
る
ロ
マ

ン
」
に
続
く
、
県
産
の
主
力
品
種
の

候
補
と
し
て
開
発
さ
れ
、
県
の
認
定

品
種
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
食
味
は
、

良
好
で
柔
ら
か
で
粘
り
が
強
く
ま
た

胴
割
米
発
生
率
が
低
く
倒
伏
し
に
く

い
等
の
特
徴
に
よ
り
、
栽
培
し
や
す

 　

現
時
点
で
企
業
誘
致
計
画
の
予

定
は
な
い
。

 　

12
月
と
１
月
は
例
年
に
な
い
積

雪
に
よ
り
、
除
雪
費
を
12
月
に
６
千

万
円
、
２
月
に
４
千
万
円
を
増
額
し

対
応
し
た
。

　

除
雪
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
降
雪

予
報
の
情
報
収
集
及
び
現
地
観
測
を

行
っ
た
上
で
除
雪
の
有
無
を
判
断
し
、

明
朝
の
通
勤
時
間
帯
に
交
通
障
害
が

発
生
し
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

今
期
は
強
風
の
伴
う
大
雪
や
吹
き
溜

ま
り
が
発
生
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り

対
応
に
苦
慮
し
た
が
、
今
後
も
引
き

続
き
円
滑
か
つ
効
果
的
な
除
雪
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 　

町
道
の
除
雪
は
10
㎝
以
上
の
積

雪
又
は
降
雪
予
想
を
基
準
と
し
、
併

せ
て
、
気
象
状
況
や
現
地
確
認
を
行

い
、「
全
町
一
斉
除
雪
」、「
幹
線
除

雪
」、「
吹
き
溜
ま
り
除
雪
」
を
判
断

し
実
施
し
て
い
る
。

 　

 

県
は
県
内
各
地
で
栽
培
試
験

を
行
う
と
あ
る
が
、町
へ
の
情
報
は
。

 　

 

下
田
小
学
校
地
区
の
道
幅
が

狭
い
た
め
車
の
す
れ
違
い
が
大
変

で
あ
る
。

　

今
後
の
整
備
計
画
は
。

 　

 

２
０
２
３
年
度
デ
ビ
ュ
ー
の
新

品
種「
青
系
１
９
６
号
」に
つ
い
て

今
後
の
町
の
対
応
は
。

 　

 

両
小
学
校
地
区
の
住
宅
用
の
土

地
利
用
問
題
は
。

 　

 

両
小
学
校
地
区
の
企
業
誘
致
の

計
画
は
。

 　

 

除
雪
は
何
セ
ン
チ
以
上
か
。

 　

 

本
年
は
、降
雪
量
が
異
常
に
多

か
っ
た
が
、町
の
対
応
は
。

県
の
食
用
米
新
品
種
と

町
と
の
連
携
は

甲
洋
小
学
校
・
下
田
小
学
校
の

少
子
化
対
策
は

▲本村地区の道路

▲町の除雪車

町
の
除
雪
対
策
は
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第１回議員全員協議会
２月18日(木)に開催され、８件について協議しました。

今回は１件をピックアップして掲載します。
◆令和２年度 事務事業評価の結果報告
【趣旨】

少子高齢化、人口減少等、行政課題への対応、行政需要の複
雑多様化等、業務量は増加する一方で、地方財政の状況は
厳しさを増している。ヒト、モノ、カネの行政資源には限りが
ある。変化に対応しつつ、持続可能なまちづくりを推進して
いくには『事業の選択と集中』が必要であるため、令和元年
度に引き続き事務事業評価を実施。

【実施概要】
・全1,339事業中、令和２年度は48事業を選定し評価
・１次評価（所管課）⇒２次評価（内部評価:三役等）⇒外部評価
　（委員会）⇒外郭団体と調整⇒総合評価（方針決定）

【評価結果・意見】
　外部評価で妥当でないとされた事業（１件）

【評価実施による効果】
48事業の直接・間接コスト（人件費換算）
５年間の削減見込額約1,360万円

２次評価(内部評価:三役等)結果
スズメ蜂駆除・対策事業：住民の安全な生活を確保する目的
で行政サービスしてきたが、近年の件数と委託料の増及び、
周辺市町村では私有地での駆除は自己責任としている等を
踏まえ、スズメ蜂駆除等の委託事業を廃止する。

外部評価(委員会)結果
私有地は自己責任が基本であるが、住民サービスの観点から
町で対応をお願いしたい。住民負担については、段階的な補
助措置等を検討して頂きたい。

【質疑・意見等】
　　　　　　：町が町民に防護服を貸与しても、知識や
経験もないためスズメ蜂の巣を駆除するのは難しいと思
われる。財政が厳しいのなら半額でも助成し、継続すべ
きでは。
個人の敷地内の事については個人で駆除業者やシルバー
人材センター等に依頼し、駆除して頂きたい。
　　　　　　：昨年、洋光台の住宅地（通学路）に子ど
もたちがスズメ蜂の巣を見つけ、石を投げていた。万が
一、その石が巣に当ったら命を落とす危険性もあった。
子どもたちの安全を守るとともに定住促進にも繋がると
思うため、事業継続して頂きたい。
通学路の安全対策は子どもの生命を守る重要事項と認識
している。総合評価に記載のとおり、公共施設及び通学
路（付近の私有地含む）のスズメ蜂の駆除は必要なこと
から、対策を検討し、マニュアルを作成することとして
いる。
馬場正治議員：スズメ蜂の巣の駆除事業の廃止は、安全
安心なまちづくりという考え方に逆行する。スズメ蜂は
生き物で何処にでも巣を作るし、通行人を襲う。その危
険性に対し、個人の責任で対処するのはいかがなもの
か。また、年々増加傾向の駆除件数と費用は。
確かにその家に勝手に巣が作られてしまい理不尽な所もあ
るが、自己負担が基本である。駆除件数は、平成30年度
が121件で約110万円、令和元年度が137件で約121万
円。シルバー人材センターへの駆除委託費用は１件につき
9,640円、薬剤散布のみは4,820円となっている。
　　　　　　：スズメ蜂は公共の安全を脅かしているも
ので、個人の生命、身体を守ることは、行政の最も基本
的な事項である。
　　：見直すよう指示する。

　スズメ蜂は攻撃性が強く、巣を守るために人を襲うこともあり
ますが、花の受粉や草木の害虫を食べてくれる益虫でもあります。
人が近づかない場所に巣がある場合は、そのまま放置することも
可能です。
　また、巣は春先に、低木の枝や土の中、
生垣や軒先等に作られ、毎年、同じ場所
に作られやすい習性があるようです。
　家の軒先等に毎年できてしまうような
場合は、巣作りが始まる前の春先にハチ
駆除用殺虫剤をかけておくと巣が作られ
にくくなるようなのでご家庭での対策を
お願いします。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
防
災
無
線
で
の

議
会
開
催
の
呼
び
か
け
が
無

く
な
っ
て
か
ら
早
１
年
が
経

ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
議
会

傍
聴
者
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
相
変
わ
ら
ず
当
町
議

会
は
３
月
定
例
会
も
白
熱

し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
当
局
が
令
和
３
年
度
か

ら
廃
止
と
し
た
『
ス
ズ
メ
蜂

の
巣
駆
除
事
業
』
を
継
続
す

る
よ
う
全
員
協
議
会
で
求

め
、
当
初
予
算
で
復
活
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
民
へ
の
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
つ

つ
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
行

い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
い
よ
い
よ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
ま
す
が
「
か
か
ら

な
い
、
う
つ
さ
な
い
」
を
合

言
葉
に
、
一
日
も
早
く
平
穏

な
日
が
戻
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
　
木
村
　
忠
一

第２回定例会のお知らせ
　スズメ蜂は攻撃性が強く、巣を守るために人を襲うこともあり

“スズメ蜂”と上手に付き合おう

●問い合せ　議会事務局（本庁舎3階）
●電話　0178（56）2112

令和３年６月３日（木）午前 10時から
おいらせ町議会では、

みなさんの傍聴をお待ちしています。
傍聴の際はマスクの着用を

お願いします。

▲春先のスズメ蜂の巣

■問

■答

■問

■答

■問

■問

■答

■答

松林義光議員

佐々木勝議員

馬場正治議員

西館芳信議員

町長

Ａ評価  継続又は拡充                 32件
Ｂ評価  改善継続                     　 8件
Ｃ評価  規模・内容見直し、検討   3件
Ｄ評価  抜本的見直し検討             5件


